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 健診事業における
 現状と課題
 ―第63回日本人間ドック学会・学術大会をリポート

 医療保険者の健診事業の取り組みと健診機関への期待
 ～日本人間ドック学会・学術大会発表より～　
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人
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
た

1
9
6
3（
昭
和
38
）年
の
1
0
0

歳
以
上
高
齢
者
は
全
国
で
1
5
3
人
、

70（
昭
和
45
）
年
は
3
1
0
人
で
あ
っ

た
が
、81（
昭
和
56
）年
に
千
人
を
突
破

し
、98（
平
成
10
）年
に
1
万
人
を
超
え

（
1
万
1
5
8
人
）、本
年
9
月
に
史
上

最
多
の
9
万
5
2
6
人
に
な
っ
た（
女

性
が
9
割
弱
の
8
万
1
6
1
人
）。人
口

10
万
人
当
た
り
の
1
0
0
歳
以
上
高

齢
者
数
は
72
・
13
人
で
、都
道
府
県
別

に
み
る
と
島
根
県
が
1
4
2
・
41
人
と

10
年
連
続
で
最
多
で
、中
・
四
国
が
高
く

人
口
の
多
い
大
都
市
圏
で
は
少
な
い
。

　

わ
が
国
の
平
均
寿
命
は
、戦
後
間
も

な
い
1
9
4
7（
昭
和
22
）年
当
時
は
男

性
50
・
06
歳
、女
性
53
・
96
歳
で
あ
っ
た

が
、75（
昭
和
50
）年
に
男
性
71
・
73
歳
、

女
性
76
・
89
歳
、2
0
1
5（
平
成
27
）年

に
は
男
性
80
・
75
歳
、女
性
86
・
99
歳
に
、

21（
令
和
3
）年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
男
性
81
・
47
歳
、女
性
87
・
57
歳
と
東

日
本
大
震
災
が
あ
っ
た
11（
平
成
23
）年

以
来
10
年
ぶ
り
に
前
年
を
下
回
っ
た
が
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
制
度
に
よ
っ
て
世
界

最
高
の
長
寿
国
を
実
現
し
て
い
る
。

　

65
歳
以
上
人
口
割
合
は
、1
9
5
0

（
昭
和
25
）年
4
・
9
％
で
あ
っ
た
が
、

71（
昭
和
46
）年
7
・
1
％
と「
高
齢
化

社
会
」に
、95（
平
成
7
）年
14
・
6
％
と

「
高
齢
社
会
」に
、2
0
1
1（
平
成
23
）

年
に
は
23
・
3
％
で「
超
高
齢
社
会
」

に
、そ
し
て
17（
平
成
29
）年
27
・
6
％
、

21（
令
和
3
）年
28
・
9
％
と「
超
々
高

齢
社
会
」に
入
っ
た
。ま
た
、医
療
や
介

護
を
多
く
必
要
と
す
る
75
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
も
20（
令
和
2
）年
に
14
・

7
％
に
達
し
た
。

　

高
齢
者
の
就
業
状
況（
2
0
2
0
年
）

を
み
る
と
、労
働
力
人
口
6
8
6
8
万

人
の
う
ち
65
〜
69
歳
の
者
は
4
2
4
万

人
、70
歳
以
上
の
者
は
4
9
8
万
人
で
、

労
働
力
人
口
総
数
に
占
め
る
65
歳
以
上

の
者
の
割
合
は
13
・
4
％
へ
と
上
昇
し

て
い
る
。ま
た
、18（
平
成
30
）年
の
高
齢

者
世
帯
の
平
均
所
得
金
額
は
3
1
2
・

6
万
円
で
、全
世
帯
か
ら
高
齢
者
世
帯

と
母
子
世
帯
を
除
い
た
そ
の
他
の
世
帯

（
6
6
4
・
5
万
円
）の
約
5
割
で
、高
齢

者
世
帯
間
の
所
得
格
差
の
拡
大
傾
向
も

み
ら
れ
る
。

　

他
方
、少
子
化
の
進
行
も
著
し
い
。第

1
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
時
の
1
9
4
7

〜
49（
昭
和
22
〜
24
）年
の
合
計
特
殊

出
生
率
は
4
・
54
〜
4
・
32
、出
生
数
は

年
間
2
7
0
万
人
弱（
1
9
4
9
年

2
6
9
万
6
6
3
8
人
）
で
あ
っ
た

が
、出
生
児
数
は
2
0
1
6（
平
成
28
）

年
に
初
め
て
1
0
0
万
人
を
割
り
、21

（
令
和
3
）年
の
合
特
殊
出
生
率
は
政
府

の
掲
げ
る「
希
望
出
生
率
1
・
8
」を
大

き
く
下
回
る
1
・
30
で
、出
生
児
数
は

84
万
人
に
減
少
し
た
。こ
の
年
の
死
亡

数
は
1
4
5
・
2
万
人
で
あ
っ
た
か
ら
、

わ
が
国
の
総
人
口
は
前
年
よ
り
も
51
万

人
減
少
し
減
少
幅
も
拡
大
し
て
い
る
。

　

晩
婚
化
・
非
婚
化
傾
向
も
進
み
、21（
令

和
3
）年
の
結
婚
数
は
50
万
1
1
1
6

組
と
戦
後
最
少
で
前
年
よ
り
も
10
万
組

減
少
し
て
お
り
、今
後
、出
生
児
数
の
さ

ら
な
る
減
少
も
予
想
さ
れ
る
。

　

低
経
済
成
長
の
長
期
化
、少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
は
世
界
と
わ
が
国
の
経
済
と
社
会
に

大
打
撃
を
与
え
て
い
る
。

　
「
日
本
」と
い
う
国
家
を
将
来
に
わ

た
っ
て
維
持
す
る
た
め
に
は
、「
国
土
・

領
土
」の
保
全
、「
主
権
」の
確
保
と
併
せ

て
、「
国
民
」の
出
生
率
の
回
復
と
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
が
不
可
欠
で
あ
る
。

出
生
力
を
高
め
、安
心
安
全
の
国
民
生

活
の
実
現
に
資
す
る
社
会
保
障
改
革
の

実
現
を
期
待
し
た
い
。
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人口構造の変化と
全世代型社会保障制度
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